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アイデンティティの政治学

アイデンティティ：我々は何者であるか。
「我々」と「彼ら」の区別と関係性：

²原初主義（primordialism) vs.構成論(Constructivism)

ナショナル・アイデンティティの機能
²ナショナルプライド
²排他性・排外性/包摂性
台湾人 or 中国人 or 両者



アイデンティティに影響を与える要因

✤ 族群

✤ 年齡

✤ 教育レベル

✤ 社会経済的地位(SES)

✤ 政党支持

✤ 独立意向

✤ 歴史事件の見方

✤ 中台関係の見方 （X -> Y 因果関係要注意）

先行研究による結果：

「台湾人」アイデンティティが強い人のプロフィール：

本省人
若い。
教育レベルより低い
社会経済的地位が高い（家族のアイデンティティへの依
存が少ない）
民進党（独立系政党）支持者
台湾の独立を支持
台湾の歴史的な出来事に対する共同の記憶を持つ
中台経済交流に否定的な見方を持つ
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台湾意識とは？



Liao, Liu and Chen (2017)

台湾意識とは？



プラグマティズム
実用主義傾向

戦争避けたい



Liu (2016)

「台湾」史観

「中華民国」史観

中国
ナショナリズム

台湾
ナショナリズム

史観に関する変数（質問）
      「推翻滿清， 建⽴中華民國」
      「八年對⽇抗戰勝利」
ナショナリズムに関する(質問)

「台灣⼈的祖先就是⿈帝」
「華夏⼦孫 永不分離」



問い

✤ ①なぜ中国人アイデンティティが低下していくのか。

✤ ②なぜ2014〜2018 台湾人アイデンティティがやや低下傾向？



①なぜ中国人アイデンティティが低下していくのか

✤ 中国人アイデンティティの背景

✤ なぜ1994年からー1999年まで中国
人アイデンティティが激減したのか。



外部要因

✤ 1994年千島湖事件

✤ 台湾人アイデンティティの割合が初めて中
国人アイデンティティを超えました。



外部要因

✤ 1995-1996 第三次台湾海峡危機

✤ 起因：李登輝の1995年のコーネル
大学訪問、1996.3 大統領選挙（直
接選挙）. 

✤ この台湾海峡危機とその後の中国
側の強硬な対台湾政策はおそらく
中国人アイデンティティが激減した
原因だと言えましょう。



外部要因が各世代に与える影響

✤ 世代I (〜1932 ）： 河洛人：日本教育；外省人：中国教育

✤ 世代II(1933〜1960)：中国人アイデンティティ教育、六年義務教育

✤ 世代III(1961〜1980)：中国人アイデンティティ教育、九年義務教育

✤ 世代IV(1981〜1988)：「認識台湾」教育、九年義務教育
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因果関係証明で
きないが



内部要因

✤ 民主化：民進党の台頭

✤ 李登輝の「台湾化」（脱中国）政策：

✤ 李登輝と司馬遼太郎との対談で、国民党を「外来政権」と呼び、
中国としての国家概念に疑問を投げかけました（1994司馬遼太
郎『台湾紀行』）

✤ 国民党が分裂し、李の路線に反対する趙少康らは「新党」結成
(1993.8)。国民党が「本土化」に進んでいきました。

✤ 1996.12 政府が「台湾優先」政策を掲げました

✤ 1999.7. 「両国論」



✤ 李登輝政権：中華民国台湾化（本土化）：

台湾人アイデンティティを高めてきた

李登輝（1923~ 2020 )

本⼟化教育



本⼟化教育

陳宗巖 (未発表の論⽂)



「認識台湾」について

✤ 「認識台湾」教育：1997年に中学生を対象とする台湾に関する歴史、
文化などの教材を取り入れました。

✤ 「認識台湾」に関する論争

例： 台湾史の話が始まったこと：
16世紀にポルトガルの船が台湾を発見する
ことから

三国時代の東吳の孫権がすでに台湾に人

を派遣していたことや、その後の『隋書』の「
琉球伝」や「陳稜伝」に記載されていること、
さらに元や明の時代を経て、中国が数度に
わたって台湾を統治した歴史的事実は無視
されている。



脱中国化教育

✤ 新教科書：⽇本統治時代への称賛。脱中国化。



② なぜ2014〜2018 台湾人アイデンティティが
やや低下傾向？

✤ Issue ownership?

✤ Hedge? 

台湾のアイデンティティにおける変化は、主
に無党派層と国民党系（パンブルー）支持
者の間で見られます。
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政党システムとナショナル・アイデンティティ
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今後のチャーレンジ

✤ 中国側：台湾人アイデンティティが強まっている台湾社会への政策と
対応が難しい（ヒマワリ運動、香港デモの影響）。

✤ 台湾の若年層は中国人として取り扱われたくないが、戦争もできるだ
け回避したい。

中台間平和の鍵？

アイデンティティは変化するものである。排他的アイデンティティが包
摂的アイデンティティに変化する可能性はある。


